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患者のうち、研究参加の同意が得られた 120名を対象とした。患者は造影剤投与量 600mgI/kg、管電圧 120kVp
のプロトコール（600-120 群：従来法）、造影剤投与量 600mgI/kg、管電圧 80kVp のプロトコール（600-80
群）、造影剤投与量 360mgI/kg、管電圧 80kVp のプロトコール（360-80 群）の３つのグループに無作為的に
40 人ずつ振り分けた。低電圧撮影法では画像再構成に逐次近似再構成法を用いた。画質の評価として右副腎
静脈のシグナルノイズ比（SNR）、コントラストノイズ比（CNR）を測定した。被曝線量の評価には体格特異
的線量推定（SSDE）を求めた。右副腎静脈の描出は 3名の放射線科医の合議による 4段階評価で評価した。 
【結果】右副腎静脈の描出率は 600-120 群で 95%、600-80 群で 97.2%、360-80 群で 97.3%であり有意差は
なかった。視覚評価の 4段階評価の点数も 3群に有意差は見られなかった。600-120群と 360-80群で SNR、
CNRに有意差はなかったが、SSDE は 360-80群で有意に低下していた。 
【結論】逐次近似再構成法を用いた造影剤減量低電圧撮影は、従来法と比較し遜色ない右副腎静脈の描出が得
られ、19%の SSDE の低下が得られた。低電圧撮影法は右副腎静脈のような細径の静脈においても有用であ
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ると考えられた。 
